
○ 地域の学⽣や教員ＯＢ等のボランティア等で、ひとり親家庭の⼦どもの福祉の向上に理解と熱意を有する⽀援員を配置して、
⼦どもに対して適切な⽣活⽀援や学習⽀援等を⾏うとともに、⼦どもの良き理解者として悩み相談や進学相談等に応じる。

○ ⾷事の提供を⾏う場合には、⾷育の観点に配慮するとともに、衛⽣管理等に⼗分配慮する。また、⾷材の確保には、地域の
農家、フードバンク等の協⼒を得る。
（⾷材費は、実費徴収可）
○ ⽀援員の募集・選定・派遣調整、教材作成等を
⾏うコーディネーターや、⽀援員の指導・調整、
運営管理等を⾏う管理者を配置する。

⼦どもの⽣活・学習⽀援事業（居場所づくり）

地域の支援スタッフ
（学生・教員OB等）

＜実施場所＞
児童館、公民館、民家等

学習支援 食事の提供

＜支援の内容（例）＞

遊び等の諸活動 調理実習

※平成28年度から実施

○ ひとり親家庭の⼦どもが抱える特有の課題に対応し、貧困の連鎖を防⽌する観点から、放課後児童クラブ等の終了後に、
ひとり親家庭の⼦どもに対し、児童館・公⺠館や⺠家等において、悩み相談を⾏いつつ、基本的な⽣活習慣の習得⽀援・学習
⽀援、⾷事の提供等を⾏うことにより、ひとり親家庭の⼦どもの⽣活の向上を図る。

○ ①及び②の⽀援を組み合わせて実施することを基本とし、
これに加えて、③の⽀援を地域の実情に応じて実施する。
① 基本的な⽣活習慣の習得⽀援や⽣活指導
② 学習習慣の定着等の学習⽀援
③ ⾷事の提供

【実施主体】都道府県・指定都市・中核市・市区町村
（事業の全部又は一部を民間団体等に委託可）

【補助率】国1/2、都道府県・指定都市・中核市1/2
国1/2、都道府県1/4、市区町村1/4

【令和元年度予算】母子家庭等対策総合支援事業(159億円)の内数

【H29実績（延べ利用人数）】232,391人

⽬ 的⽬ 的

事業内容事業内容

実施体制・実施⽅法実施体制・実施⽅法
《②︓東京都世⽥⾕区》 《③︓北九州市》《②︓東京都江⼾川区》

コーディネーター・管理者


